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英
國
國
家
賠
償
の
法
理
（
二
・
完
）

金

子

芳

雄

六五四三二一

序
ー
英
國
國
家
賠
償
の
特
色

賠
償
方
式
の
沿
革
－
二
二
世
紀
よ
り
一
八
世
紀
ま
で
ー

一
九
世
紀
的
賠
償
方
式
と
國
王
訴
追
法
の
制
定
…
…
以
上
本
誌
第
三
＋
岱
第
＋
一
號

國
王
一
訴
漕
～
法
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
…
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
：
・
以
下
本
號

公
共
團
龍
－
主
と
し
て
地
方
行
政
機
關
ー
の
賠
償
責
任

む
　
す
　
び四

　
二
〇
世
紀
は
じ
め
以
來
論
議
の
封
象
と
な
つ
て
い
た
國
家
賠
償
制
度
の
改
革
も
、
よ
う
や
く
一
九
四
七
年
に
い
た
り
「
國
王
訴
追
法
」
（
9
0
苺

冑
0
8
8
冒
鴨
卜
9
）
と
し
て
立
法
化
さ
れ
た
。
こ
の
制
定
法
の
目
的
は
、
訴
訟
手
績
に
つ
き
國
王
の
地
位
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
人
民
と
同
一
の

も
の
と
す
る
黙
、
換
言
す
れ
ば
、
人
民
が
國
王
を
相
手
と
し
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
、
人
民
間
の
訴
訟
で
適
用
さ
れ
る
法
理
を
適
用
し
よ
う
と
す

る
に
あ
る
。
こ
の
黙
は
、
從
來
の
、
中
世
的
色
彩
さ
え
か
ん
ぜ
ら
れ
る
賠
償
形
式
と
比
較
す
れ
ば
非
常
な
進
歩
で
あ
り
、
本
法
の
も
つ
歴
史
的
意

義
は
注
目
す
る
に
値
す
る
。
し
か
し
、
か
り
に
國
家
賠
償
の
法
理
を
市
民
法
に
お
け
る
法
理
と
同
一
に
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
も
、
從
來
の
制

　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
五
〇
七
）



　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
五
〇
八
）

度
を
ま
つ
た
く
す
て
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ん
ら
か
の
形
で
例
外
を
の
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
と
き
、
こ
の
例
外
的
規
定
が
、
と
か

く
、
本
法
に
た
い
す
る
批
到
0
封
象
と
な
り
や
す
い
。
さ
ら
に
、
現
在
、
市
民
法
に
お
け
る
賠
償
法
理
（
多
分
に
個
人
主
義
的
自
由
主
義
の
色
彩
を
も

つ
）
を
國
家
賠
償
の
場
合
に
適
用
し
て
滞
足
し
て
い
ら
れ
よ
う
か
。
否
、
む
し
ろ
、
市
民
間
に
お
け
る
場
合
に
も
ま
し
て
、
無
過
失
賠
償
の
方
向

へ
す
す
む
べ
し
と
す
る
批
鉗
も
そ
ん
し
よ
う
。
た
だ
こ
れ
ら
批
到
は
し
ば
ら
く
お
き
、
當
面
の
問
題
と
し
て
、
國
王
訴
追
法
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
本
法
は
五
四
ヵ
條
と
二
つ
の
別
表
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
文
は
六
つ
の
部
に
細
分
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
う
ち
若
干
の
規

定
に
つ
い
て
の
べ
よ
う
（
全
條
に
わ
た
り
検
討
す
る
こ
と
は
、
山
口
同
度
の
英
法
の
知
識
を
必
要
と
し
、
と
う
て
い
筆
者
の
な
し
う
る
業
で
な
い
）
。

　
第
一
條
は
「
國
王
を
訴
追
し
う
べ
き
椹
利
」
ユ
範
旨
ぎ
鶏
Φ
昏
①
9
0
項
ロ
と
題
し
、
國
王
と
人
民
と
の
契
約
關
係
に
お
け
る
訴
訟
を
お
も
な

る
封
象
と
す
る
。
し
か
し
、
本
條
は
契
約
違
反
等
の
訴
訟
と
い
う
が
．
こ
と
き
直
接
的
な
表
現
を
も
ち
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
從
來
椹
利
請
願
の
形

式
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
本
法
に
よ
り
駿
止
さ
れ
た
制
定
法
に
よ
り
、
國
王
を
訴
追
し
う
る
場
合
、
か
か
る
講
求
は
椹
利
と
し
て
國
王
の
許
可

ゆ
彗
を
よ
う
せ
ず
本
法
の
條
項
に
し
た
が
い
國
王
を
訴
追
し
う
る
と
規
定
す
る
。
こ
の
第
一
條
は
，
從
來
恩
恵
的
と
み
ら
れ
て
い
た
椹
利
請
願
が

制
定
法
上
椹
利
と
し
て
人
民
に
賦
與
さ
れ
た
黙
、
本
法
の
大
原
則
の
一
を
形
成
す
る
。
し
か
し
、
從
來
も
人
民
が
椹
利
請
願
を
な
し
た
場
合
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
許
可
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
實
質
的
に
み
れ
ば
從
來
の
方
式
に
た
い
し
な
ん
ら
あ
た
ら
し
い
條
項
を
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

わ
え
た
も
の
で
な
く
、
椹
利
請
願
に
か
ん
し
從
來
み
と
め
ら
れ
て
い
た
制
限
は
本
法
に
お
い
て
も
承
綴
さ
れ
た
と
い
い
う
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

條
の
反
封
解
繹
と
し
て
、
從
來
椹
利
請
願
の
封
象
と
せ
ら
れ
な
か
つ
た
も
の
は
、
制
定
法
に
特
別
の
規
定
な
き
か
ぎ
り
本
條
に
よ
り
國
王
訴
追
の

椹
利
を
あ
た
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
種
の
も
の
で
最
も
重
要
な
不
法
行
爲
は
本
法
第
二
條
で
解
決
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
椹
利
請
願
の
封
象
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
ら
ぬ
も
の
と
し
、
既
述
の
①
公
務
員
の
勤
務
契
約
、
②
將
來
の
行
爲
を
拘
束
す
る
契
約
、
⑧
國
會
の
許
可
に
も
と
づ
く
契
約
を
あ
げ
う
る
。
こ

れ
ら
の
場
合
は
た
と
え
損
害
を
蒙
つ
た
者
が
あ
つ
て
も
、
國
王
を
相
手
と
し
救
濟
を
も
と
め
る
訴
を
提
起
し
え
な
い
。
さ
ら
に
、
本
法
第
二
條

は
、
大
椹
な
い
し
制
定
法
に
も
と
づ
き
國
王
に
賦
與
さ
れ
た
椹
限
行
使
、
た
と
え
ば
、
李
時
・
戦
時
を
と
わ
ず
軍
隊
の
訓
練
等
、
に
よ
る
責
任
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

つ
き
國
王
免
責
を
規
定
す
る
。

　
法
第
二
條
は
、
不
法
行
爲
に
か
ん
す
る
國
王
の
責
任
一
一
暮
旨
身
9
荘
Φ
9
0
毒
首
目
o
詳
と
題
せ
ら
れ
」
本
法
中
最
も
重
要
な
意
味
を
も

つ
。
從
來
は
困
躍
o
弩
9
9
壽
9
瞬
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
不
法
行
爲
に
か
ん
す
る
責
任
を
國
王
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
》

も
ち
ろ
ん
、
本
法
に
ょ
つ
て
も
、
こ
の
原
則
を
ま
つ
た
く
否
定
し
さ
つ
た
と
は
い
え
ず
、
た
だ
一
大
修
正
が
く
わ
え
ら
れ
た
に
と
ど
ま
る
。

　
さ
て
、
第
二
條
に
い
う
不
法
行
爲
に
か
ん
す
る
國
王
の
責
任
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
①
國
王
の
被
用
者
お
よ
び
代
理
入
に

よ
り
な
さ
れ
た
不
法
行
爲
責
任
。
②
使
用
主
と
し
て
被
用
者
や
代
理
人
に
お
う
普
通
法
上
の
義
務
違
反
に
よ
る
責
任
。
⑧
財
産
の
所
有
．
享
有
．

占
有
・
管
理
に
つ
き
普
通
法
上
か
せ
ら
れ
た
義
務
違
反
に
よ
る
責
任
。

　
①
の
場
合
は
い
、
）
ま
で
も
な
く
公
務
員
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
不
法
行
爲
の
代
位
責
任
で
あ
る
。
た
だ
、
本
項
但
書
に
よ
る
と
、
不
法
行
爲
に

よ
る
訴
訟
が
公
務
員
に
た
い
し
な
さ
れ
え
な
い
ご
と
き
場
合
は
、
國
王
の
責
任
を
追
及
し
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
黙
、
但
書
は
國
事
行
爲

　
　
　
　
　
（
7
）

器
け
亀
雪
暮
Φ
の
保
護
を
目
的
と
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
一
般
の
使
用
主
が
被
用
者
の
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
に
も
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1

を
お
う
（
被
用
者
が
原
告
の
夫
の
ご
と
ぎ
）
例
外
的
場
合
の
除
外
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
。

　
②
の
場
合
は
國
王
鉗
公
務
員
の
關
係
に
お
い
て
、
適
當
な
施
設
・
安
全
設
備
・
適
切
か
つ
資
格
あ
る
公
務
員
の
任
命
を
要
求
し
、
こ
れ
が
履
行

さ
れ
ず
そ
の
た
め
公
務
員
に
損
（
傷
）
害
の
し
よ
う
じ
た
場
合
、
國
王
に
責
任
を
お
わ
し
め
る
。
つ
ぎ
に
、
③
の
場
合
は
わ
が
國
家
賠
償
法
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

條
一
項
と
同
趣
旨
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
既
述
の
本
法
制
定
の
動
機
と
な
つ
た
二
到
例
の
立
法
的
解
決
で
も
あ
る
。

　
右
に
の
べ
た
國
王
の
責
任
規
定
も
以
下
の
諸
條
項
に
よ
り
、
一
般
的
、
ま
た
は
、
個
別
的
に
制
限
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
國
王
自
饅
に
つ
い
て

み
る
と
、
制
定
法
上
の
義
務
違
反
に
よ
る
國
王
の
責
任
は
、
當
該
制
定
法
が
私
人
に
か
し
て
い
る
義
務
違
反
の
責
任
と
同
一
限
度
で
追
及
さ
れ
る

に
と
ど
ま
る
（
二
條
二
項
）
。
政
府
機
關
や
公
務
員
の
責
任
を
否
定
な
い
し
制
限
す
る
立
法
の
そ
ん
す
る
場
合
、
國
王
の
不
法
行
爲
に
か
ん
す
る
責

任
は
こ
の
立
法
に
規
定
さ
れ
た
制
限
（
否
定
を
ふ
く
む
）
に
し
た
が
う
（
二
條
四
項
）
。
つ
ぎ
に
、
國
王
が
公
務
員
の
不
法
行
爲
責
任
を
代
位
す
る
場

　
　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
五
〇
九
）



　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
（
五
一
〇
）

合
の
公
務
員
に
つ
ぎ
若
干
の
制
限
規
定
が
あ
る
。
ま
ず
、
公
務
員
と
は
、
國
王
が
直
接
、
ま
た
は
、
間
接
に
任
命
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
職

務
の
た
め
王
國
綜
合
基
金
等
よ
り
金
圓
の
支
彿
を
う
け
て
い
る
者
で
あ
る
（
二
條
六
項
）
。
さ
ら
に
、
國
王
の
責
任
は
こ
れ
ら
公
務
員
の
職
務
途
行

中
に
な
さ
れ
た
行
爲
に
限
定
さ
れ
る
（
二
條
三
項
）
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
、
本
條
の
五
項
に
ょ
り
司
法
的
性
質
の
行
爲
、
ま
た
は
、
司
法
手
綾
の
執

行
に
關
聯
す
る
行
爲
に
つ
い
て
は
國
王
を
訴
追
し
え
な
い
と
す
る
。
本
條
に
關
聯
し
警
察
官
の
不
法
行
爲
に
た
い
し
國
王
は
責
任
を
お
わ
な
い
。

こ
れ
は
、
警
察
官
が
法
第
二
條
六
項
に
も
と
づ
く
公
務
員
に
該
當
せ
ぬ
た
め
で
あ
る
。
一
方
後
述
（
本
稿
二
七
頁
）
の
ご
と
く
、
地
方
行
政
機
關
も

警
察
官
の
不
法
行
爲
に
た
い
し
代
位
責
任
を
お
わ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
警
察
官
の
不
法
行
爲
責
任
は
、
當
該
警
察
官
自
身
の
責
任
と
し
て
追
及

さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

　
本
法
第
三
條
は
工
業
所
有
椹
侵
害
の
場
合
に
お
け
る
國
王
訴
追
の
條
件
を
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
公
務
員
が
私
人
等
の
ゆ
う
す
る
特
許
権
・

商
標
椹
な
ら
び
に
著
作
槽
（
特
許
意
匠
法
に
お
け
る
意
匠
に
か
ん
す
る
著
作
椹
を
ふ
く
む
）
を
侵
害
し
た
場
合
、
そ
の
侵
害
が
國
王
の
授
椹
に
も
と
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）

と
き
は
國
王
を
訴
追
し
う
る
（
同
條
一
項
）
。
工
業
所
有
椹
の
侵
害
は
一
般
に
不
法
行
爲
の
類
型
中
に
ふ
く
ま
れ
な
い
し
、
ま
た
、
公
務
員
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

工
業
所
有
椹
侵
害
に
よ
り
椹
利
請
願
を
な
し
え
ぬ
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
從
來
の
到
決
例
を
修
正
す
る
た
め
、
本
規
定
が
あ
ら
た
に
設
け

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
條
は
三
項
に
お
い
て
、
本
法
に
明
示
せ
ら
れ
た
場
合
の
み
訴
訟
を
提
起
し
う
る
と
い
い
、
ま
た
二
項
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

て
、
政
府
機
關
が
適
法
に
工
業
所
有
椹
を
侵
害
し
う
る
場
合
の
留
保
規
定
を
も
う
け
る
。

　
第
四
條
は
蓮
帯
不
法
行
爲
者
間
に
お
け
る
賠
償
金
の
支
沸
な
ら
び
に
寄
與
過
失
O
目
吋
ま
暮
o
昌
Z
①
笹
戯
露
8
に
か
ん
す
る
法
を
、
封
國
王

訴
訟
事
件
に
適
用
す
る
旨
規
定
す
る
。
第
五
、
な
い
し
、
第
八
條
に
お
い
て
、
國
王
の
船
舶
・
ド
ッ
ク
・
港
濁
に
か
ん
し
、
商
船
法
竃
Φ
8
富
暮

ω
匿
b
営
■
騎
卜
貫
一
〇
〇
漣
山
譲
O
の
規
定
を
國
王
に
適
用
、
さ
ら
に
、
海
難
救
助
に
か
ん
し
て
も
同
法
の
規
定
を
適
用
す
る
旨
さ
だ
め
る
。
換
言

す
る
と
、
こ
れ
ら
に
か
ん
し
國
王
は
一
般
私
人
の
船
舶
所
有
者
等
と
同
様
の
責
任
を
お
う
こ
と
に
な
る
。

　
第
九
條
は
郵
便
事
業
に
か
ん
し
國
王
の
責
任
を
お
う
場
合
を
規
定
す
る
。
同
條
に
よ
れ
ば
、
内
國
書
留
小
包
（
書
歌
を
ふ
く
む
）
の
受
付
・
蓮
搬
・



配
達
中
從
業
員
の
不
法
行
爲
に
よ
り
亡
失
鍛
損
し
た
場
合
、
國
王
は
賠
償
責
任
を
お
う
。
そ
し
て
、
同
條
は
過
失
等
の
立
謹
責
任
を
國
王
に
お
わ

せ
て
い
る
。

　
第
一
〇
條
は
軍
人
等
の
傷
害
等
に
か
ん
す
る
損
害
賠
償
の
制
限
規
定
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
條
第
一
項
は
、
ド
⑧
軍
人
が
義
務
履
行
中
な
し
た
作
爲
・

不
作
爲
に
よ
り
、
義
務
履
行
中
の
、
あ
る
い
は
、
義
務
履
行
中
で
な
い
が
軍
用
の
土
地
・
施
設
・
船
舶
等
に
あ
る
他
の
軍
人
を
死
傷
に
い
た
ら
し

め
た
と
き
、
か
つ
、
㈲
年
金
大
臣
冒
言
曲
暮
臼
9
頴
塁
一
9
が
當
該
死
傷
を
軍
事
目
的
履
行
に
貢
献
し
た
も
の
と
し
、
年
金
請
求
の
椹
利
を
認

定
し
た
場
合
、
當
該
死
傷
を
理
由
と
す
る
不
法
行
爲
責
任
を
、
加
害
者
自
身
、
あ
る
い
は
、
國
王
に
た
い
し
て
も
追
及
し
え
な
い
と
規
定
す
る
。

な
お
、
本
條
但
書
に
よ
る
と
、
加
害
者
の
作
爲
・
不
作
爲
が
義
務
履
行
に
關
係
な
い
と
、
裁
到
所
に
よ
り
到
断
さ
れ
た
場
合
、
加
害
者
は
不
法
行

爲
責
任
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
、
と
す
る
。
つ
ぎ
に
、
第
二
項
は
、
軍
人
の
作
爲
に
ょ
り
他
の
者
を
死
傷
せ
し
め
た
場
合
で
も
、
土
地
・
設
備
・
船
舶

等
の
性
質
・
状
態
に
當
該
死
傷
が
由
來
し
、
か
つ
、
年
金
大
臣
が
上
述
認
定
を
し
た
場
合
、
國
王
は
訴
追
さ
れ
な
い
、
と
規
定
す
る
。
な
お
、

第
三
項
は
本
條
に
か
ん
す
る
孚
に
つ
き
、
義
務
お
よ
び
土
地
・
施
設
等
に
か
ん
す
る
事
實
認
定
は
海
軍
省
卜
q
旨
轟
一
芝
、
ま
た
は
、
國
務
大
臣

ω
①
電
①
富
昌
9
望
暮
①
の
認
定
を
も
つ
て
最
終
的
の
も
の
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
實
艦
的
規
定
を
前
提
と
し
、
本
法
第
二
部
は
管
轄
椹
と
訴
訟
手
績
に
つ
い
て
、
從
來
の
諸
手
績
を
民
事
手
績
に
ち
か
づ
け
る
。
實

艦
面
に
お
け
る
國
王
の
地
位
の
修
正
も
、
手
績
面
に
お
け
る
手
績
の
民
事
化
が
と
も
な
わ
ね
ば
意
昧
の
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
二
部

の
諸
規
定
は
、
從
來
の
法
を
右
述
趣
旨
に
も
と
づ
き
修
正
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
お
い
て
も
重
大
な
る
例
外
が
み
と
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
手
績
面
に
お
け
る
本
法
の
原
則
は
第
二
二
・
一
五
條
に
し
め
さ
れ
で
い
る
。
こ
れ
ら
條
項
に
ょ
る
と
、
從
來
の
封
國
王
訴

訟
で
本
法
に
よ
り
駿
止
さ
る
べ
き
法
を
、
本
法
別
表
1
に
具
艦
的
に
明
示
す
る
と
と
も
に
、
高
等
法
院
国
戯
ゲ
O
o
旨
“
な
ら
び
に
縣
裁
剣
所

O
自
目
芝
O
昌
昌
に
お
け
る
封
國
王
訴
訟
は
、
裁
到
所
規
則
に
の
み
し
た
が
つ
て
、
訴
の
提
起
、
審
理
の
進
行
が
な
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
原
則

は
第
二
二
條
に
よ
り
控
訴
の
場
合
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
五
一
一
）



　
　
　
英
國
國
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賠
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法
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二
四
　
　
　
（
五
一
二
）

　
つ
ぎ
に
、
本
法
に
お
け
る
訴
訟
當
事
者
を
第
一
七
條
に
規
定
す
る
。
そ
も
そ
も
封
國
王
訴
訟
で
あ
る
な
ら
ば
、
訴
訟
に
お
け
る
一
方
の
當
事
者

は
本
來
國
王
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
條
に
よ
り
、
主
務
行
政
聴
、
ま
た
は
、
主
務
行
政
聴
が
存
在
せ
ぬ
か
、
い
か
な
る
機
關
が
主
務
行
政
磨
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聰
）

る
か
疑
わ
し
き
場
合
は
法
務
大
臣
が
國
王
に
か
わ
る
（
二
項
．
三
項
）
。
な
お
、
大
藏
省
は
、
特
定
行
政
臆
が
い
か
な
る
場
合
主
務
行
政
廉
と
な
る

か
を
公
表
す
る
（
一
項
）
。

　
審
理
手
績
に
か
ん
し
、
第
一
六
條
は
競
合
槽
利
者
確
認
手
績
冒
言
昌
δ
呂
R
を
國
王
に
も
適
用
す
る
。
本
條
は
從
來
旨
o
駐
δ
題
事
件
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

け
る
、
國
王
を
競
合
椹
利
者
と
し
て
召
喚
し
え
ぬ
と
す
る
到
決
を
修
正
す
る
。
こ
れ
は
、
國
王
訴
追
法
が
國
王
を
し
て
私
人
と
同
一
の
地
位
に
お

か
ん
と
す
る
原
則
よ
り
當
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
裁
到
所
は
本
法
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
、
人
民
間
の
訴
訟
に
お
い
て
穫
し
う
る
す
べ
て
の
命
令
、
な
ら
び
に
、
適
當
な
救
濟
手
段
を
講
じ
う
る
。

し
か
し
、
國
王
に
だ
い
す
る
差
止
命
令
日
甘
9
賦
9
や
特
定
履
行
。
。
冨
巳
旨
需
匡
9
日
き
8
に
よ
る
救
濟
は
み
と
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
土
地
そ
の
他
財
産
同
復
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
到
所
は
國
王
に
た
い
し
、
土
地
の
同
復
・
財
産
引
渡
命
令
を
襲
し
え
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る

場
合
、
裁
剣
所
は
こ
れ
ら
命
令
に
か
わ
る
べ
き
救
濟
手
段
と
し
て
椹
利
宣
言
（
椹
利
確
認
）
を
な
す
（
一
二
條
）
。

　
本
法
第
二
三
條
は
本
法
の
適
用
範
園
に
つ
い
て
規
定
す
る
．
換
言
す
れ
ば
「
國
王
に
よ
る
、
あ
る
い
は
、
國
王
を
相
手
と
す
る
民
事
訴
訟
」

．
．
o
凶
く
自
胃
0
8
＆
営
鴨
ξ
自
躍
㊤
凶
β
9
爵
①
9
0
毒
、
．
と
い
う
言
葉
の
具
艦
的
内
容
が
本
條
に
し
め
さ
れ
る
。
ま
ず
、
國
王
の
提
起
す
る
訴

訟
と
は
、
本
法
施
行
前
、
本
法
別
表
－
第
一
節
に
記
述
さ
れ
て
い
る
手
績
に
よ
り
な
さ
れ
た
訴
訟
、
政
府
各
省
・
公
務
員
が
提
起
し
て
い
た
訴
訟
・

本
法
に
よ
り
國
王
が
ゆ
う
す
る
に
い
た
つ
た
椹
利
に
か
ん
す
る
訴
訟
で
あ
る
（
一
項
）
。
　
つ
ぎ
に
、
國
王
を
相
手
と
す
る
訴
訟
と
は
、
本
法
施
行

前
、
本
法
別
表
－
第
二
節
に
記
述
さ
れ
て
い
る
手
績
に
よ
り
な
さ
れ
た
訴
訟
、
法
務
大
臣
・
政
府
各
省
・
公
務
員
を
相
手
と
し
て
提
起
さ
れ
た
訴

訟
・
本
法
に
よ
り
國
王
を
相
手
と
し
訴
を
提
起
し
う
る
に
い
た
つ
た
訴
訟
を
い
う
（
一
蚕
）
。
而
し
て
、
こ
れ
以
外
の
從
來
よ
り
み
と
め
ら
れ
て
い

る
訴
訟
は
、
本
法
の
適
用
な
く
從
前
ど
お
り
の
手
績
に
よ
る
と
し
、
こ
の
種
訴
訟
を
、
公
盆
信
託
に
か
ん
す
る
制
定
法
に
も
と
づ
き
法
務
大
臣
に



よ
り
、
あ
る
い
は
、
法
務
大
臣
を
相
手
と
す
る
訴
訟
等
と
列
記
す
る
（
三
項
）
。

　
第
三
部
到
決
と
執
行
に
お
い
て
も
、
本
法
の
原
則
に
し
た
が
い
、
國
王
も
人
民
と
同
様
の
と
り
あ
つ
か
い
を
う
け
る
が
、
例
外
的
規
定
も
ま
た

そ
ん
す
る
。
ま
ず
原
則
規
定
と
し
、
第
二
四
條
は
金
鏡
債
務
・
損
害
賠
償
額
・
訴
訟
費
用
に
か
ん
し
、
國
王
を
人
民
之
同
一
の
立
場
に
お
く
。
古

い
普
通
法
は
封
國
王
訴
訟
に
お
い
て
訴
訟
費
用
の
免
除
を
み
と
め
て
い
た
。
こ
の
原
則
は
漸
次
修
正
さ
れ
、
一
九
三
三
年
の
》
山
巨
巳
の
訂
㊤
試
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蔦
）

亀
旨
ω
試
o
①
（
旨
一
。
。
8
蕾
器
o
戻
評
o
＜
芭
9
。
。
）
卜
9
を
へ
本
法
の
規
定
と
な
つ
た
。
裁
到
所
は
本
法
の
規
定
に
よ
り
損
害
賠
償
額
．
訴
訟
費
用

の
支
沸
を
國
王
等
に
要
求
し
う
る
が
、
支
沸
な
き
場
合
強
制
徴
牧
し
え
ぬ
と
と
も
に
、
か
か
る
責
任
を
い
か
な
る
個
人
も
お
わ
な
い
（
一
蓋
條
）
。

こ
れ
に
た
い
し
、
’
國
王
勝
訴
の
場
合
、
右
の
ご
と
き
張
制
徴
牧
は
人
民
に
た
い
し
履
行
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
審
理
手
績
に
お
い
て
、
人
民
の
椹
利
・
利
盆
に
重
要
な
る
影
響
を
お
よ
ぼ
す
、
開
示
　
臼
。
。
8
お
昌
制
度
等
を
第
四
部
に
規
定
す

る
。　

一
艦
、
開
示
と
は
、
公
到
前
に
當
事
者
の
要
求
に
も
と
づ
き
、
裁
到
所
が
相
手
方
．
第
三
者
に
事
實
ま
た
は
謹
撮
を
示
す
こ
と
を
要
求
す
る
制

度
で
あ
る
。
本
法
に
お
い
て
も
、
第
二
八
條
に
一
般
の
訴
訟
に
お
け
る
と
同
様
、
裁
到
所
規
則
に
も
と
づ
き
國
王
に
た
い
し
文
書
の
開
示
、
な
ら

び
に
、
事
實
關
係
に
つ
い
て
の
質
間
に
た
い
す
る
同
答
を
、
裁
到
所
は
要
求
し
う
る
（
一
項
）
。
し
か
し
、
こ
の
原
則
に
た
い
し
、
公
盤
を
侵
害
す

る
お
そ
れ
あ
る
場
合
に
は
、
開
示
も
質
間
に
た
い
す
る
同
答
も
拒
否
し
う
る
し
（
一
項
但
書
）
、
文
書
の
存
在
さ
え
知
ら
さ
れ
な
い
（
二
項
）
。

　
か
か
る
例
外
は
、
も
ち
論
、
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
公
盆
の
侵
害
を
理
由
に
あ
ら
ゆ
る
文
書
に
右
の
例
外
を
適
用
せ
ん
と
す
る
本
條
は
、

法
案
當
時
に
お
い
て
、
と
く
に
專
門
の
法
律
家
よ
り
は
げ
し
い
批
到
を
う
け
た
。
さ
ら
に
、
最
近
は
具
髄
的
事
件
に
お
い
て
（
た
と
え
ば
、
田
ぼ

‘
国
o
日
Φ
o
臼
8
ス
お
器
）
凶
ε
甲
冨
㎝
等
）
　
こ
の
例
外
が
、
し
ば
し
ば
、
濫
用
さ
れ
、
と
き
に
は
、
裁
剣
を
否
定
す
る
結
果
を
ま
ね
く
と
さ
え

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

非
難
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
一
定
種
類
の
文
書
に
つ
き
開
示
拒
否
を
制
限
せ
ん
と
す
る
動
向
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　
（
1
）
第
一
部
實
髄
規
定
の
5
富
富
目
怠
ぐ
Φ
ピ
餌
（
一
～
一
二
條
・
第
二
部
裁
到
管
轄
お
よ
び
手
綾
篇
仁
u
駐
臼
o
菖
o
ロ
㊤
目
α
帽
岩
8
q
β
お
二
二
～
二
三
條
・
第
三
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二
五
　
　
　
（
五
一
三
）



（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

　
て
、

（
1
4
）

　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
五
一
四
）

　
部
判
決
と
執
行
臼
自
自
噌
β
Φ
昌
駐
即
β
自
国
図
9
β
註
o
目
二
四
～
二
七
條
・
第
四
部
雑
則
な
ら
び
に
附
則
蜜
駐
8
一
置
ロ
8
9
0
0
即
ロ
ユ
ω
蝿
ゼ
b
一
Φ
目
O
昌
富
一
二
八
～
四

　
〇
條
、
第
五
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
特
例
》
も
豆
一
8
酋
o
β
ε
ω
8
詳
置
β
α
　
四
一
～
五
一
條
・
第
六
部
敷
力
範
園
・
施
行
日
・
略
稻
等
国
蓉
Φ
β
“

　
O
o
］
日
g
Φ
μ
o
Φ
目
Φ
ロ
甘
o
Q
げ
o
同
♂
噌
一
菖
ρ
節
ρ
五
二
～
五
四
條
。

（
2
）
　
こ
の
黙
、
凶
Φ
冒
は
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
U
一
〇
Φ
『
の
ブ
ァ
イ
ア
ッ
ト
は
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
主
張
を
行
過
ぎ
と
し
な
が
ら
、
H
目
目
Φ
2
即
♂
げ
塑
P

　
（
一
〇
〇
G
o
群
）
旨
や
切
b
・
に
お
け
る
　
ω
o
名
Φ
ロ
判
事
の
、
不
服
申
立
が
と
る
に
た
ら
ぬ
も
の
で
な
い
と
き
拒
絶
（
許
可
を
し
な
い
ー
筆
者
註
）
の
勘
告
を
な
さ

　
ね
は
法
務
大
臣
の
憲
法
上
の
義
務
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
を
引
用
し
て
い
る
。
閑
Φ
冒
俸
■
O
巧
8
戸
O
器
霧
冒
O
O
塁
試
ε
怠
O
β
巴
■
即
ヨ
　
。
。
島
a
●

　
（
一
漣
G
o
）
｝
や
曽
9

（
3
）
　
椹
利
請
願
に
つ
き
、
本
稿
O
参
照
。

（
4
）
　
本
稿
e
・
法
學
研
究
三
〇
巻
一
一
號
一
五
頁
。

（
5
）
　
同
條
第
二
項
は
、
國
王
の
行
爲
が
本
條
一
項
に
該
當
す
る
か
否
か
の
判
噺
を
海
軍
省
な
い
し
國
務
大
臣
卜
身
冒
巴
昌
自
即
ω
Φ
臼
Φ
蜜
昌
9
望
暮
Φ

　
に
な
さ
し
め
、
し
か
も
、
か
か
る
到
蜥
を
も
つ
て
最
終
的
な
も
の
と
す
る
。

（
6
）
　
9
ピ
・
≦
旨
寅
e
g
O
き
≦
b
頃
目
0
8
8
甘
内
P
（
お
お
）
》
卜
5
0
0
・
成
田
頼
明
・
英
米
法
に
お
け
る
國
の
賠
償
責
任
・
公
法
研
究
一
一
號
一
〇
二
頁
。

（
7
）
　
㊤
魯
鼠
の
審
審
は
わ
が
國
の
「
國
事
行
爲
」
の
概
念
（
た
と
え
ば
憲
法
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
ご
と
き
）
　
と
同
一
で
な
い
。
こ
の
鮎
、
匡
・
国
邑
ロ
窟
｝

　
O
o
口
の
試
言
試
o
ロ
巴
■
雪
5
冒
島
9
・
（
お
竃
）
即
器
卜
⊃
・
入
江
俊
郎
・
統
治
行
爲
・
公
法
研
究
二
二
號
七
八
頁
以
下
滲
照
。

　
　
　
］
口
●
　
　
　
　
　
　
　
　
O
詳
●
　
　
“
ω
㎝
●

椹
者
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
た
め
爾
者
を
し
て
相
争
わ
し
め
る
手
績
i
は
國
王
に
た
い
し
み
と
め
え
ぬ
こ
と
を
、

國
王
は
自
己
の
意
思
に
も
と
づ
か
ず
國
王
の
裁
剣
所
の
管
轄
椹
に
ふ
く
さ
な
い
と
い
う
原
則
よ
り
説
明
す
る
。

　
℃
臣
一
一
甘
o
o
｝
o
や
　
　
》
や

本
稿
e
・
法
學
研
究
三
〇
巻
一
一
號
一
六
頁
。

国
。
男
圧
一
一
甘
o
o
堕
o
や
o
詳
‘
や
“
o。
刈
．

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
こ
の
種
判
決
例
と
し
て
男
＄
窪
霞
く
●
國
●
事
件
（
O
中
庫
OQ
●
曽
“
）
を
あ
げ
る
。
旨
す
や
蕊
ド

特
許
意
匠
法
財
暮
Φ
冒
駐
餌
ロ
自
U
霧
茜
島
卜
9
り
一
。
自
二
九
條
・
五
八
條
A
、
お
よ
び
、
原
子
力
法
》
さ
目
言
国
β
臼
的
『
》
o
“
呂
＆
二
一
條
。

た
だ
し
、
訴
訟
代
理
人
と
し
て
で
な
く
、
當
事
者
の
一
方
と
し
て
、
訴
を
提
起
し
、
あ
る
い
は
、
訴
を
う
け
る
。
　
こ
の
黙
、
行
政
虎
分
取
消
請
求
に
お
い

虎
分
靡
が
被
告
と
な
る
わ
が
國
の
制
度
に
類
似
す
る
。

競
合
穫
利
者
確
認
手
績
ー
た
と
え
ば
、
甲
が
同
一
物
件
に
つ
き
て
乙
・
丙
よ
り
別
個
に
返
還
請
求
を
う
け
た
場
合
、
甲
は
乙
と
丙
の
い
ず
れ
が
眞
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匡
白
剣
事
は
目
O
磯
一
一
Φ
崩
事
件
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
b
o
一
）
　
ω
G
o
一
．
●
炉
・
菊
．
謹
。
な
お
、
凶
Φ
冒
卸



　
ピ
雪
諾
o
劃
o
や
9
ダ
づ
や
鱒
一
甲
9
や
9
9
し
か
し
、
か
か
る
法
も
、
國
王
を
人
民
と
同
一
の
地
位
に
お
か
ん
と
す
る
國
王
訴
追
法
の
原
則
ハ
換
言
す
れ
ば
、

　
國
王
は
自
己
の
意
思
に
反
し
て
も
裁
剣
所
の
管
轄
椹
に
ふ
く
す
る
と
い
う
原
則
を
み
と
め
る
か
ぎ
り
、
修
正
を
う
け
る
の
は
當
然
で
あ
ろ
う
。

（
1
5
）
　
剛
圧
一
一
甘
o
o
｝
o
や
o
詳
こ
や
ま
oo●

（
1
6
）
　
一
玄
阜
”
や
参
O
●
な
お
、
国
一
一
駐
く
．
国
9
β
Φ
O
臼
8
事
件
に
お
け
る
第
二
八
條
一
項
但
書
適
用
の
事
情
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
刑
務
所
内
で
一
囚
人

　
が
甲
（
囚
人
）
に
た
い
し
暴
行
を
く
わ
え
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
甲
は
刑
務
所
當
局
の
注
意
義
務
癬
怠
を
理
由
に
損
害
賠
償
の
請
求
を
な
し
た
が
、
醤
事
記
録
等

　
は
公
盆
侵
害
を
理
由
に
開
示
を
拒
否
さ
れ
た
。

五

　
以
上
の
べ
き
た
つ
た
こ
と
は
、
形
式
的
に
ク
ラ
ウ
ソ
の
行
爲
と
よ
ば
れ
な
が
ら
も
、
實
質
的
に
國
家
の
行
爲
と
考
う
べ
き
行
爲
で
あ
つ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
鴎
家
賠
償
の
間
題
を
検
討
す
る
と
き
、
た
ん
に
國
家
の
行
爲
の
み
な
ら
ず
公
共
團
髄
の
負
捲
す
る
賠
償
を
も
あ
わ
せ
み
る
必
要
が

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
．
黙
、
わ
が
國
の
ご
と
く
、
賠
償
關
係
に
つ
き
、
國
と
國
以
外
の
行
政
主
髄
を
わ
け
て
論
ず
る
實
盆
が
あ
ま
り
存
し
な
い
な

ら
ば
、
國
家
賠
償
法
第
一
條
に
「
國
又
は
公
共
團
艦
の
…
…
」
と
表
現
さ
れ
る
ご
と
く
爾
者
を
あ
わ
せ
論
じ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
上
述
の
ご
と
く
、
國
家
を
法
人
と
か
ん
が
え
ず
、
ク
ラ
ウ
ン
に
特
殊
の
法
的
地
位
（
軍
猫
法
人
）
を
あ
た
え
な
が
ら
、
一
方
に
お
い
て
、
地

方
團
龍
等
は
制
定
法
に
よ
り
法
人
格
を
賦
與
さ
れ
て
い
る
英
國
で
爾
者
を
匿
別
し
て
論
じ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
を
か
ん
ず
る
。
換
言
す
れ

ば
、
國
家
の
行
爲
は
ク
ラ
ウ
ン
の
行
爲
ゆ
え
、
ク
ラ
ウ
ン
に
附
随
す
る
諸
種
の
特
樺
が
賦
與
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
一
性
質
の
公
義
務
を
履
行
す

る
公
共
團
艦
の
行
爲
は
、
制
定
法
で
授
椹
さ
れ
た
行
爲
で
あ
っ
て
、
ク
ラ
ウ
ン
の
行
爲
で
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
從
來
、
内
言
㎎
8
β
8
唐

類
3
昌
㎎
に
よ
る
冤
責
等
ク
ラ
ウ
ン
の
も
つ
特
椹
が
公
共
團
髄
に
適
用
さ
れ
な
か
つ
た
。
ま
た
、
現
在
、
上
述
國
王
訴
追
法
は
公
共
團
髄
に
適
用

さ
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
國
家
賠
償
を
わ
が
國
に
お
い
て
も
ち
い
ら
れ
る
が
ご
と
き
意
昧
に
解
す
る
な
ら
、
國
王
訴
追
法
と
別
個
に
公
共
團
髄
の

賠
償
制
度
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
（
五
一
五
）



　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
五
一
六
）

　
公
共
團
髄
、
す
な
わ
ち
、
制
定
法
に
よ
り
法
人
格
を
賦
與
さ
れ
た
團
艦
（
例
外
的
に
普
通
法
に
由
來
す
る
團
艦
も
そ
ん
す
る
が
）
は
、
そ
の
種
類
多

く
、
さ
ら
に
、
ま
す
ま
す
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
法
人
は
、
中
央
行
政
機
構
の
う
ち
に
も
焚
見
で
き
る
し
、
か
つ
、
肚
會
行
政
の
分
野
に
も

多
く
み
い
だ
し
う
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
心
は
地
方
行
政
を
捲
當
す
る
地
方
團
髄
、
お
よ
び
、
こ
れ
以
外
の
地
方
行
政
機
關
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
つ
て
、
本
稿
は
、
公
共
團
髄
中
よ
り
地
方
團
艦
と
そ
の
他
地
方
行
政
機
關
（
以
下
地
方
行
政
機
關
と
は
爾
者
を
併
稻
す
る
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
さ
て
、
英
國
で
地
方
團
髄
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
は
、
縣
o
呂
ロ
な
・
市
ぎ
8
q
㎎
げ
等
の
．
こ
と
く
一
定
地
域
を
基
礎
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る

團
龍
の
あ
る
は
い
〉
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
地
方
行
政
は
こ
れ
ら
團
髄
の
機
關
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か
、
治
安
到
事
、

各
種
の
廉
び
8
昆
も
ま
た
一
定
範
園
に
お
け
る
地
方
行
政
を
分
掌
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
行
政
作
用
に
關
聯
し
地
方
行
政
機
關
一
8
毘

”
耳
げ
O
嵐
試
3
と
よ
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
英
國
の
地
方
團
艦
は
、
な
が
い
歴
史
的
背
景
を
ゆ
う
し
、
複
難
な
形
態
を
と
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
情
は
一
切
省
略
し
、
こ
こ
で
は
、
こ

れ
ら
地
方
團
艦
が
、
一
九
世
紀
末
以
來
、
法
人
と
し
て
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
み
を
の
べ
る
に
と
ど
め
る
。
た
だ
し
、
地
方
團
艦
は
法

人
で
あ
る
が
、
そ
の
實
髄
は
、
わ
が
國
の
地
方
公
共
團
髄
を
法
人
と
す
る
場
合
と
非
常
に
こ
と
な
る
。

　
縣
8
自
β
身
の
場
合
は
、
一
八
八
八
年
の
ピ
o
o
巴
O
o
話
旨
目
①
馨
卜
9
に
よ
り
縣
議
禽
8
0
昌
慮
8
自
昌
皇
に
法
人
格
が
賦
與
さ
れ
、
郡

＆
o
嘗
一
9
・
教
旺
b
胃
繭
浮
の
場
合
は
、
一
八
九
四
年
の
■
8
巴
O
o
奉
旨
目
0
9
卜
9
に
よ
り
、
同
じ
く
、
郡
議
禽
＆
の
嘗
凶
9
8
目
9
一
7
教

匠
議
禽
b
胃
邑
｝
0
2
9
鵠
（
匿
議
會
の
か
わ
り
に
匠
総
會
が
お
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
に
法
人
格
が
賦
與
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
議
會
は
地
方
團

艦
の
議
決
機
關
で
あ
る
と
と
も
に
行
政
機
關
で
も
あ
る
。
ま
た
、
わ
が
國
の
ご
と
く
地
方
公
共
團
艦
全
龍
を
法
人
と
せ
ず
、
現
實
に
活
動
を
な
す

議
會
等
に
法
人
格
を
賦
與
し
た
黙
、
國
王
軍
獅
法
人
と
そ
の
思
老
を
お
な
じ
く
す
る
。
た
だ
し
、
地
方
團
艦
中
市
び
9
自
笹
｝
は
若
干
特
異
癒
と

り
あ
つ
か
い
を
う
け
る
。
市
は
一
八
八
二
年
の
目
＝
巨
。
甘
巴
O
o
壱
o
壁
註
9
餌
9
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
す
で
に
勅
許
朕
に
よ
り
法

人
格
を
獲
得
し
て
い
た
町
ぎ
≦
昌
が
同
法
に
よ
り
市
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
前
三
者
が
制
定
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
法
人
で



あ
る
の
に
た
い
し
、
後
者
は
普
通
法
に
由
來
す
る
法
人
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
法
的
取
扱
に
お
い
て
も
若
干
差
異
を
し
よ
う
ず
る
。
そ
の
他
の

地
方
行
政
機
關
た
る
臆
9
胃
山
は
い
ず
れ
も
制
定
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
か
つ
、
法
人
格
が
賦
與
さ
れ
た
。
ま
た
、
治
安
到
事
は
地
方
團
鰹
の

法
人
化
に
と
も
な
い
次
第
に
椹
限
を
縮
小
し
て
き
た
が
、
普
通
法
に
由
來
す
る
軍
濁
法
入
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
方
團
龍
等
（
地
方
行
政
機
關
）
に
法
人
格
が
賦
與
さ
れ
る
と
、
地
方
團
髄
の
行
爲
に
た
い
す
る
地
方
團
艦
の
法
的
責
任
が
間
題

と
な
る
。
英
法
に
お
い
て
、
か
か
る
地
方
團
艦
の
責
任
に
か
ん
し
て
も
、
一
般
の
法
人
に
か
ん
す
る
法
が
原
則
的
に
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
か

か
る
原
則
に
た
い
し
み
の
が
し
え
ぬ
例
外
も
そ
ん
す
る
黙
、
國
王
訴
追
法
に
お
け
る
と
同
様
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
地
方
團
艦
の
契
約
關
係
の
法
理
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
黙
『
　
多
く
の
到
例
・
諸
學
読
は
、
私
人
（
個
人
）
間
に
お
け
る
法
理
論
を
い
か

に
法
人
で
あ
る
地
方
團
艦
に
適
用
す
る
か
を
し
め
す
。
そ
し
て
、
一
般
の
法
人
に
適
用
さ
れ
る
法
と
地
方
團
艦
に
適
用
さ
れ
る
法
と
は
原
則
と
し

て
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
の
法
人
に
適
用
さ
れ
る
法
も
、
一
定
の
例
外
を
の
ぞ
け
ば
、
私
入
（
個
人
）
間
の
法
と
同
様
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。

し
た
が
つ
て
、
地
方
團
艦
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
、
一
般
の
法
理
論
が
使
用
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
契
約
關
係
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
論
ず

る
ほ
ど
の
必
要
も
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　
一
髄
、
英
法
上
問
題
と
さ
れ
る
地
方
團
髄
の
契
約
と
は
、
わ
が
國
流
に
い
う
と
、
地
方
團
鰹
の
締
結
す
る
私
法
上
の
契
約
で
あ
つ
て
、
行
政
法

上
問
題
と
ざ
れ
て
い
る
公
法
上
の
契
約
を
意
味
し
な
い
。
し
か
る
と
き
、
英
國
の
場
合
も
、
わ
が
國
の
場
合
も
私
人
間
の
法
が
適
用
さ
れ
る
と
い

う
黙
で
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　
地
方
團
鰹
の
契
約
關
係
に
つ
き
問
題
と
な
る
黙
を
、
ハ
ー
ト
≦
●
ρ
国
9
暮
は
つ
ぎ
の
二
黙
に
要
約
し
、
こ
れ
ら
に
つ
き
読
明
を
く
わ
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

e
越
権
巨
嘗
即
£
お
ω
の
間
題
・
ω
一
定
形
式
に
も
と
づ
い
た
契
約
締
結
。

　
地
方
團
髄
は
、
巨
目
巨
o
君
巴
8
葛
0
3
試
9
ー
市
び
a
呂
笹
一
が
こ
れ
に
該
當
ー
を
の
ぞ
き
、
い
ず
れ
も
制
定
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
法

人
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
ら
の
行
爲
は
關
係
法
規
に
よ
り
授
椹
さ
れ
た
範
園
内
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
も
し
、
こ
の
範
園
を
逸
脆
す
れ
ば
、
か

　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
五
一
七
）



　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
五
一
八
）

か
る
行
爲
は
数
力
が
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
越
椹
の
法
理
は
當
然
契
約
關
係
に
も
適
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
法
理
は
、
制
定
法
上
義
務
の
履
行

を
な
さ
ぬ
こ
と
に
同
意
す
る
契
約
、
お
よ
び
、
制
定
法
上
の
椹
限
行
使
を
將
來
に
お
い
て
制
限
す
る
契
約
に
も
適
用
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
目
自
巨
－

o
甘
巴
8
邑
o
量
註
9
の
場
合
、
す
な
わ
ち
市
げ
8
自
笹
一
は
普
通
法
上
の
法
人
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
椹
限
の
す
べ
て
が
制
定
法
に
よ

り
授
椹
さ
れ
て
い
る
他
の
地
方
團
艦
と
、
そ
の
法
的
性
格
を
若
干
異
に
す
る
。
越
椹
の
法
理
も
市
ぎ
8
q
㎎
げ
の
行
爲
に
た
い
し
直
接
使
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
と
は
で
き
な
い
。
市
｝
）
9
2
騎
げ
の
締
結
す
る
契
約
は
、
制
定
法
の
禁
止
規
定
に
違
反
し
な
い
か
ぎ
り
原
則
と
し
て
有
奴
と
さ
れ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
地
方
團
髄
の
締
結
す
る
契
約
は
一
定
の
形
式
を
と
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
一
定
形
式
と
は
、
地
方
團
艦
の
契
約
は
原
則
と
し

て
捺
印
契
約
に
よ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
一
九
三
三
年
の
b
8
巴
O
o
奉
旨
目
①
9
卜
9
第
二
六
六
條
に
し
め
さ
れ
る
地
方
團
髄
の
契
約
は
當
該
團

髄
の
事
務
庭
理
規
則
ω
言
民
3
㎎
〇
三
霞
に
も
と
づ
き
締
結
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
の
事
務
虚
理
規
則
は
地
方
團

艦
の
内
部
規
則
的
性
格
を
ゆ
う
し
、
こ
れ
に
反
す
る
場
合
も
當
該
契
約
を
無
数
と
せ
ず
、
相
手
方
を
保
護
す
る
（
同
條
但
書
）
。
ま
た
、
前
者
の
捺

印
契
約
に
つ
い
て
も
例
外
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
捺
印
契
約
に
た
い
す
る
例
外
は
、
以
下
の
五
に
要
約
し
う
る
。
①
あ
き
ら
か
に
捺
印
を
冤
除
し
た
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
特
定
具
髄
的
な
場
合

法
令
等
で
明
文
を
も
つ
て
捺
印
を
免
除
し
た
場
合
。
②
通
常
お
こ
る
李
凡
な
事
項
、
お
よ
び
、
緊
急
の
必
要
あ
る
場
合
。
⑧
通
商
團
鱒
が
そ
の
代

理
人
を
し
て
當
該
團
鰹
の
椹
限
内
の
事
項
に
つ
き
、
輩
純
契
約
を
締
結
さ
せ
る
場
合
。
④
履
行
さ
れ
た
契
約
の
場
合
。
⑤
衡
手
法
に
由
來
す
る
、

（
契
約
）
一
部
履
行
の
法
理
9
9
目
日
①
9
冨
旨
冨
塊
8
目
琶
8
が
適
用
さ
れ
る
場
合
。

　
地
方
團
艦
の
行
爲
は
制
定
法
上
さ
だ
め
ら
れ
た
義
務
の
履
行
で
あ
る
。
こ
の
黙
、
會
杜
等
の
私
法
人
と
趣
を
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
か
か
る

義
務
履
行
に
つ
き
な
さ
れ
た
契
約
も
不
履
行
等
に
よ
り
相
手
方
に
損
害
を
あ
た
え
た
場
合
、
損
害
賠
償
責
任
は
一
般
の
法
人
と
こ
と
な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
地
方
團
艦
の
不
法
行
爲
責
任
を
み
て
み
よ
う
。
不
法
行
爲
責
任
も
一
般
の
法
人
の
そ
れ
と
同
様
の
法
的
取
扱
を
う
け
、
し
た
が
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

個
人
間
の
法
理
を
如
何
に
修
正
し
法
人
に
適
用
す
る
か
が
問
題
黙
と
な
る
、
と
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
方
團
髄
等
の
行
爲
は
一
般



の
法
人
に
み
ら
れ
ぬ
公
義
務
の
履
行
で
あ
る
。
故
に
、
法
人
の
行
爲
は
法
に
も
と
づ
ぎ
さ
だ
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
私
人
の
椹
利
を
干
渉
す
る
公

義
務
の
履
行
は
、
制
定
法
な
い
し
こ
れ
の
授
権
し
た
委
任
立
法
に
嚴
重
に
拘
束
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
か
か
る
制
定
法
等
の
適
用
を
と
お
し
て

生
ず
る
不
法
行
爲
責
任
は
、
一
般
の
法
人
に
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
面
を
も
ゆ
う
す
る
。

　
さ
て
、
地
方
行
政
機
關
は
、
①
法
人
と
し
て
自
然
人
と
ほ
ぼ
同
様
の
行
爲
を
な
し
う
る
、
し
か
し
、
②
法
人
ゆ
え
そ
れ
を
構
成
す
る
自
然
入
と

ま
つ
た
く
異
つ
た
法
的
軍
位
、
ま
た
、
⑧
濁
立
の
法
的
軍
位
で
あ
る
が
、
現
實
の
行
爲
は
自
然
人
に
よ
り
な
さ
れ
る
傷
し
た
が
つ
て
、
法
人
の
不

法
行
爲
責
任
の
中
心
は
、
①
法
人
の
椹
限
と
現
實
の
行
爲
者
の
行
爲
と
の
關
係
に
お
け
る
越
椹
の
法
理
の
適
用
、
②
現
實
の
行
爲
者
と
法
人
の
關

係
に
お
け
る
代
理
責
任
く
ざ
胃
ざ
房
一
貯
び
葭
身
の
問
題
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
①
の
問
題
を
省
略
し
、
②
の
代
理
責
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
代
理
責
任
の
問
題
の
一
は
、
地
方
行
政
機
關
と
現
實
の
行
爲
者
と
の
間
に
ど
の
程
度
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
目
器
富
目
き
山
ω
R
養
暮
の
關
係
を

み
と
め
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
一
般
論
と
し
、
法
人
が
現
實
の
不
法
行
爲
者
に
よ
り
な
さ
れ
た
行
爲
を
監
督
す
る
法
的
権
限
を
ゆ
う
し
、
か
つ
、

當
該
不
法
行
爲
が
職
務
途
行
中
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
目
器
審
圏
目
山
器
暑
塑
暮
の
關
係
そ
ん
し
、
法
人
は
代
理
責
任
を
お
う
、
と
い
わ
れ

　
　
（
5
）

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
若
干
問
題
と
な
る
の
は
、
法
人
と
、
法
人
の
た
め
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
な
任
務
を
途
行
す
る
者
と
の
間
に
右
の

目
器
言
弓
嘗
q
。
。
臼
轟
9
の
法
理
を
適
用
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
地
方
行
政
聴
に
所
属
す
る
職
員
で
あ
り
な
が
ら
中
央
行
政
機
關
の
監
督
に

ふ
く
す
る
者
の
行
爲
の
代
理
責
任
で
あ
る
。
前
者
に
つ
き
、
嚴
格
に
從
來
の
目
器
紳
霞
”
且
。
Q
R
轟
9
の
法
理
を
適
用
す
れ
ば
、
公
立
病
院
の

讐
師
等
は
そ
の
職
務
途
行
に
あ
た
り
か
な
ら
ず
し
も
地
方
行
政
機
關
の
監
督
を
う
け
ぬ
か
ら
、
右
讐
師
の
行
爲
に
つ
き
代
理
責
任
は
冤
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
か
し
、
最
近
の
到
例
の
傾
向
は
か
か
る
代
理
責
任
の
冤
除
を
次
第
に
制
限
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
。
つ
ぎ
に
後
者
の
問
題
を
み
て
み
よ
う
。
あ
る

職
員
に
た
い
し
地
方
行
政
機
關
が
任
命
槽
を
ゆ
う
し
て
い
て
も
、
當
該
職
員
が
職
務
途
行
に
あ
た
り
中
央
行
政
機
關
よ
り
監
督
を
う
け
れ
ば
、
こ

れ
ら
地
方
行
政
機
關
と
職
員
の
間
に
目
器
紳
臼
即
呂
ω
霞
茜
暮
の
法
理
を
適
用
す
る
さ
い
若
干
の
難
黙
が
生
ず
る
。
こ
の
黙
に
つ
き
一
鷹
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

決
を
ω
富
昌
び
q
昌
ダ
国
×
9
霞
O
o
き
9
暫
試
目
事
件
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
到
事
が
し
め
す
。
要
す
る
に
、
地
方
行
政
機
關
に
か
さ
れ
た
法
上
の

　
　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
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理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
五
一
九
）



　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
五
二
〇
）

義
務
履
行
の
た
め
任
命
し
た
職
員
の
行
爲
に
た
い
し
、
當
該
機
關
は
責
任
を
お
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
地
方
行
政
機
關
よ
り
任
命
さ
れ
た

職
員
と
い
え
ど
も
、
法
が
職
員
自
艦
に
公
義
務
の
履
行
を
要
求
す
る
場
合
、
當
該
職
員
の
不
法
行
爲
に
た
い
し
地
方
行
政
機
關
は
責
任
を
お
わ
な

（
謁

し　
代
理
責
任
に
か
ん
す
る
第
二
の
問
題
と
し
、
請
負
人
冒
留
冨
区
①
9
8
旨
轟
9
9
の
行
爲
が
あ
る
。
講
負
人
と
は
、
、
具
鰹
的
に
の
べ
る
と
、

地
方
行
政
機
開
の
た
め
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
な
勧
告
、
ま
た
は
、
特
別
な
る
業
務
を
な
す
こ
と
を
、
地
方
行
政
機
關
と
契
約
し
た
者
で
あ
る
。
こ

れ
は
依
頼
者
た
る
地
方
行
政
機
關
よ
り
業
務
途
行
に
か
ん
し
具
艦
的
監
督
を
う
け
ぬ
し
、
ま
た
、
代
理
關
係
も
生
じ
な
い
。
か
か
る
場
合
、
請
負

人
の
行
爲
に
た
い
し
、
地
方
行
政
機
關
は
代
理
責
任
を
お
わ
ぬ
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
①
請
負
人
に
た
い
し
違
法
行
爲
を
な
す
ご
と
く
授
椹

し
た
場
合
、
②
請
負
契
約
を
な
し
た
業
務
に
つ
き
監
督
椹
を
留
保
し
た
場
合
、
③
法
が
地
方
行
政
機
關
に
履
行
を
命
じ
た
義
務
を
履
行
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

請
負
人
が
選
ば
れ
た
場
合
は
、
例
外
的
に
請
負
人
の
行
爲
に
つ
き
地
方
行
政
機
關
は
代
理
責
任
を
お
う
。

　
代
理
責
任
の
第
三
の
問
題
は
、
代
理
人
罐
①
暮
の
行
爲
で
あ
る
。
地
方
行
政
機
關
と
代
理
人
と
の
間
に
は
、
原
則
と
し
て
、
一
般
法
の
本
人

と
代
理
人
の
理
論
が
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
地
方
行
政
機
關
は
あ
き
ら
か
に
授
権
な
い
し
承
認
し
た
代
理
人
の
不
法
行
爲
に
つ
き
責
任
を

　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

お
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
地
方
行
政
機
關
は
、
一
般
に
不
法
行
爲
の
類
型
に
ぞ
く
す
る
行
爲
を
制
定
法
の
授
椹
の
下
で
お
こ
な
う
。
換
言
す
れ
ば
、
從
來
の
不

法
行
爲
法
は
、
制
定
法
に
も
と
づ
く
地
方
行
政
機
關
の
椹
限
の
行
使
、
ま
た
は
、
義
務
の
履
行
に
よ
り
、
相
當
程
度
の
修
正
を
う
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が
つ
て
、
地
方
行
政
機
關
の
不
法
行
爲
責
任
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
授
椹
法
を
如
何
に
解
繹
す
る
か
が
重
要
課
題
と
な
る
。
而
し

て
、
か
く
の
ご
と
き
授
椹
法
と
の
關
聯
に
よ
り
生
ず
る
不
法
行
爲
責
任
の
問
題
黙
と
し
、
①
制
定
法
上
の
義
務
履
行
の
結
果
生
ず
る
不
法
妨
害

β
且
鶏
9
①
に
責
任
を
お
う
か
、
②
制
定
法
上
の
椹
限
行
使
に
あ
た
り
過
失
器
鴨
戯
o
b
8
の
あ
つ
た
場
合
、
よ
つ
て
生
ず
る
傷
害
や
損
害
に
つ

き
責
任
を
と
わ
れ
る
か
、
③
制
定
法
上
履
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
椹
限
を
行
使
し
な
か
つ
た
場
合
の
責
任
如
何
、
の
三
を
あ
げ
う
る
。



　
さ
て
、
制
定
法
が
地
方
行
政
機
關
に
椹
限
を
賦
與
す
る
場
合
、
そ
の
権
限
行
使
を
彊
制
す
る
場
合
と
、
椹
限
行
使
に
あ
た
り
裁
量
椹
を
あ
た
え

る
場
合
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
場
合
に
は
椹
限
行
使
の
結
果
た
と
え
不
法
妨
害
の
結
果
が
生
じ
て
も
、
地
方
行
政
機
關
は
こ
れ
に
た
い
し

普
通
法
上
責
任
を
追
及
さ
れ
な
い
ー
た
だ
し
、
當
該
授
椹
法
に
損
失
補
償
に
か
ん
す
る
請
求
手
績
の
あ
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
こ
の
方
法
で
救
濟

を
も
と
め
う
る
ー
。
こ
れ
に
た
い
し
、
後
者
の
場
合
は
、
い
つ
・
い
か
な
る
方
法
で
椹
限
を
行
使
す
る
か
を
地
方
行
政
機
關
が
自
由
に
決
定
し

う
る
。
そ
し
て
、
こ
の
椹
限
は
、
行
使
の
結
果
不
法
行
爲
と
な
ら
ぬ
限
度
で
み
と
め
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
権
限
行
使
の
結
果
、
不
法
侵
害
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

事
實
生
ず
れ
ば
、
と
れ
に
た
い
し
地
方
行
政
機
關
は
責
任
を
お
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
第
二
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
椹
限
行
使
に
過
失
器
鴨
お
臼
8
の
と
も
な
う
場
合
を
検
討
す
る
。
こ
の
問
題
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

職
員
等
が
そ
の
椹
限
行
使
に
あ
た
り
過
失
、
す
な
わ
ち
、
一
定
の
注
意
義
務
を
は
た
さ
な
か
つ
た
場
合
で
あ
り
、
不
法
行
爲
の
一
類
型
を
形
成
す

る
。
そ
し
て
、
過
失
に
ょ
り
地
方
行
政
機
關
に
責
任
の
生
ず
る
主
な
る
場
合
と
し
、
つ
ぎ
の
三
を
あ
げ
う
る
。
①
椹
限
行
使
に
あ
た
り
過
失
の
あ

っ
た
場
合
、
②
普
通
法
上
の
注
意
義
務
を
怠
つ
た
場
合
、
⑧
制
定
法
上
の
義
務
違
反
の
場
合
。

　
①
椹
限
行
使
に
あ
た
り
過
失
の
あ
つ
た
場
合
と
は
、
こ
の
文
意
よ
り
到
断
さ
れ
る
通
常
の
例
の
ほ
か
、
公
衆
に
危
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
建
造
物
等
の
管
理
義
務
に
つ
い
て
の
過
失
も
ふ
く
ま
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
建
造
物
等
の
關
係
に
お
い
て
お
こ
る
損
害
に
つ
き
冤
責
の
明

文
規
定
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
し
か
ら
ざ
る
と
き
は
国
訪
げ
臼
く
●
犀
巨
毘
マ
Z
3
菩
譲
o
a
q
b
’
ρ
事
件
に
お
い
て
し
め
さ
れ
た
到
示
が
援
用
さ

　
（
1
2
）

れ
る
。

　
②
普
通
法
上
の
注
意
義
務
を
怠
つ
た
場
合
。
地
方
行
政
機
關
の
椹
限
は
制
定
法
に
よ
り
授
椹
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
注
意
義
務
に
つ
い
て
も
か
か

る
制
定
法
に
も
と
づ
き
到
漸
さ
れ
る
。
し
か
し
、
普
通
法
に
お
い
て
一
般
の
入
に
か
さ
れ
て
い
る
注
意
義
務
は
、
と
く
に
制
定
法
が
否
定
し
な
い

か
ぎ
り
、
地
方
行
政
機
關
に
も
か
さ
れ
て
い
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
こ
の
黙
を
到
示
し
た
到
決
例
と
し
て
、
田
貰
8
爵
く
●
］
げ
戯
算
9
0
0
同
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蛤
）

葛
旨
註
9
事
件
を
あ
げ
う
る
。

　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
　
　
（
五
一
二
）



　
　
　
英
國
國
家
賠
償
の
法
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
（
五
二
二
）

　
③
制
定
法
上
の
義
務
違
反
、
換
言
す
れ
ば
、
制
定
法
に
よ
り
注
意
義
務
が
か
さ
れ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
に
違
反
し
、
そ
の
た
め
他
人
に
損
害
を

あ
た
え
れ
ば
、
不
法
行
爲
の
一
類
型
た
る
制
定
法
上
の
過
失
ω
蜜
さ
ε
昌
器
巴
戯
9
8
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
過
失
は
制
定
法
上

無
條
件
に
さ
だ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い
は
、
過
失
の
立
誰
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
ぞ
く
す
る
か
は
制

定
法
の
解
繹
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
。

　
第
三
の
場
合
た
る
制
定
法
に
よ
り
授
椹
さ
れ
た
椹
限
、
な
い
し
、
義
務
を
地
方
行
政
機
關
が
履
行
し
な
か
つ
た
場
合
、
は
た
し
て
當
該
機
關
は

よ
つ
て
生
ず
る
損
害
に
た
い
し
責
任
を
お
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
の
解
決
に
あ
た
り
、
制
定
法
の
授
権
規
定
を
裁
量
的
規
定
と

覇
束
的
規
定
に
わ
け
て
論
ず
る
の
が
便
利
で
あ
る
。

　
裁
量
的
規
定
の
場
合
、
こ
の
規
定
に
よ
り
賦
與
さ
れ
た
椹
限
を
行
使
せ
ぬ
た
め
、
何
者
か
が
損
害
を
蒙
つ
た
と
し
て
も
な
ん
ら
責
任
を
と
わ
れ

な
い
。
た
だ
し
、
か
か
る
場
合
で
も
、
一
た
び
権
限
を
行
使
す
る
ど
、
か
か
る
行
使
に
一
定
の
注
意
義
務
が
生
じ
、
こ
の
義
務
を
履
行
せ
ね
ば
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

失
器
笹
㎡
9
8
と
し
て
責
任
を
と
わ
れ
る
。

　
覇
束
的
規
定
の
場
合
、
履
行
が
な
け
れ
ば
マ
ン
デ
ー
マ
ス
命
令
に
よ
り
履
行
を
請
求
で
き
、
あ
る
い
は
、
履
行
さ
れ
れ
ば
、
裁
量
的
規
定
同
様
、

】
定
の
注
意
義
務
を
か
く
と
過
失
と
し
て
責
任
を
と
わ
れ
る
。
し
か
し
、
履
行
が
な
か
つ
た
場
合
、
よ
つ
て
生
ず
る
損
害
に
た
い
し
責
任
を
と
わ

れ
る
か
。
こ
の
場
合
、
制
定
法
の
規
定
す
る
履
行
義
務
が
一
般
公
衆
に
た
い
す
る
も
の
で
な
く
、
特
定
個
人
に
た
い
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
の
み

責
任
を
と
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
地
方
團
膣
の
歴
史
・
種
類
・
地
域
的
範
園
は
す
で
に
多
く
の
書
に
よ
り
説
明
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
p。
詳
、
o
・
ぎ
葺
0
3
0
註
§
ε
浮
Φ
b
騨
毒
o
h

　
　
■
0
8
一
Ω
0
8
毒
目
Φ
喜
㊤
b
師
》
儀
g
一
巳
の
霞
暮
δ
フ
“
窪
9
・
（
お
お
ン
○
げ
碧
・
ト
戸
綿
貫
芳
源
・
英
國
地
方
制
度
論
・
一
頁
以
下
、
小
川
市
太
郎
・
英

　
　
國
自
治
制
度
の
研
究
・
第
二
篇
等
、
参
照
。

　
（
2
）
匡
舘
“
o
や
。
一
叶
‘
題
●
占
や
国
一
●

　
（
3
）
　
三
書
9
く
母
窃
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
今
秋
刊
行
豫
定
の
「
慶
鷹
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
丈
集
」
に
、
「
q
詳
轟
く
目
霧
と
行
政
箏
訟
」
と
題
し
私
見
を
の



　
べ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
べ
な
い
。

（
4
）
匡
胃
計
o
や
9
ダ
や
“
。
c。
矯
Φ
ぎ
。

（
5
）
　
H
げ
置
こ
や
お
肝
な
お
、
こ
の
黙
、
q
O
昌
昌
晒
⇒
鵬
¢
》
℃
風
β
9
づ
一
Φ
oo
O
騰
ピ
O
O
舘
O
O
＜
Φ
H
彗
β
Φ
β
ψ
■
蝉
項
u
㊤
ゆ
吋
自
Φ
鮮
（
ε
囑
y
や
国
臼
．
綿
貫
∵
前
掲
書
二

　
二
六
ー
七
頁
参
照
。

（
6
）
　
冒
」
W
・
O
即
冒
β
9
b
即
毒
9
∈
8
“
冒
■
8
巳
O
o
＜
霞
ロ
鋸
Φ
昌
甘
5
竃
｝
や
ざ
な
お
、
本
書
に
よ
る
と
、
看
護
婦
の
場
合
、
冒
ロ
駐
Φ
『
ρ
ρ
〈
●

　
冨
即
琶
げ
巴
一
”
（
一
〇
ω
①
）
卜
⊃
臣
昌
国
●
即
●
ε
蕊
。
常
勤
醤
師
の
揚
合
、
O
O
田
器
＜
●
国
Φ
詳
昂
負
駐
臣
お
　
ρ
ρ
｝
（
お
嵩
）
O
G
。
肖
・
い
即
。
ω
旨
に
お
い
て
代
理

　
責
任
が
み
と
め
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
代
理
責
任
の
冤
除
が
全
面
的
に
慶
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
7
）
　
（
お
8
）
b
o
国
。
中
G。
。

。
G
o
・
ウ
イ
ル
ス
判
事
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
い
う
。
　
「
も
し
、
任
命
さ
れ
た
職
員
に
よ
り
履
行
さ
れ
る
義
務
が
公
的
性
格
の
も
の
で
あ
り
、

　
特
別
の
地
方
的
特
色
を
も
た
ね
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
英
全
土
に
わ
た
る
一
般
的
福
祉
と
安
全
を
目
的
と
す
る
公
行
政
の
一
部
門
で
あ
る
。
そ
し
て
、
履
行
さ
れ
る

　
義
務
が
か
か
る
性
質
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
當
該
職
員
の
過
失
や
不
當
な
行
爲
巨
亀
＄
器
β
8
に
た
㌧
し
、
こ
れ
を
任
命
し
た
機
關
が
責
任
を
お
う
理
由
は
な

　
い
。
」
一
げ
箆
」
㌘
c
o
“
騨

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

　
域
に
公
立
天
然
痘
病
棟
を
建
設
し
た
の
に
た
い
し
、

　
法

　
を
生
ぜ
ぬ
よ
う
當
該
機
關
に
お
い
て
こ
れ
を
建
設
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
不
法
妨
害
に
も
と
づ
く
責
任
を
み
と
め
た
。

　
農
作
物
に
被
害
の
生
じ
た
揚
合
に
も
不
法
侵
害
と
し
責
任
を
お
わ
せ
て
い
る

（
1
2
）

　
に
衝
突
し
た
。

　
り
防
室
壕
建
設
を
授
椹
さ
れ
て
い
る
。

　
い

　
は
損
害
賠
償
を
要
求
し
・
）
る
と
。

　
ハ
ー
ト
は
、
前
者
の
例
と
し
公
立
學
校
の
教
師
を
、
後
者
に
あ
た
る
も
の
と
し
警
察
官
を
あ
げ
る
。
国
胃
ダ
o
や
9
f
や
合
9

　
0
即
冒
b
g
o
や
o
辞
‘
や
O
I
一
〇
。

　
冒
達
こ
や
に
●

　
こ
の
鮎
、
国
帥
ロ
㊤
⑬
Φ
騒
9
普
Φ
冒
Φ
霞
8
0
一
詳
即
b
訪
銘
冨
日
U
駐
葺
坤
9
く
・
寓
目
（
一
。
。
o
。
一
）
O
》
．
ρ
お
G
。
　
に
し
め
さ
れ
て
い
る
。
本
件
は
佳
宅
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
近
佳
民
よ
り
不
法
侵
害
の
ゆ
え
に
病
棟
使
用
禁
止
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
裁
剣
所
は
、
授
椹

（
冒
Φ
葺
8
0
嵩
冨
b
℃
o
霞
卜
o
“
一
G
o
雪
）
は
病
棟
建
設
の
み
を
授
椹
し
、
い
か
な
る
場
所
に
建
設
す
る
か
ま
で
規
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
不
法
妨
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
様
例
は
登
電
所
の
媒
煙
に
よ
り
附
近
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冒
即
ロ
o
げ
Φ
警
霞
O
o
巷
o
轟
試
○
昌
～
、
．
寄
㊤
b
毛
o
詳
げ
（
一
器
O
）
訪
●
ρ
一
諏
）
。

　
（
一
〇
島
）
国
。
甲
認
ト
本
件
要
旨
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
原
告
は
燈
火
管
制
下
の
道
路
で
自
動
車
運
韓
中
、
警
戒
燈
の
と
も
さ
れ
て
い
な
い
防
室
壕

　
　
　
　
　
そ
こ
で
原
告
は
傷
害
を
理
由
に
被
告
機
關
に
た
い
し
損
害
賠
償
を
要
求
し
訴
に
お
よ
ん
だ
。
本
件
上
訴
審
に
お
い
て
、
當
該
機
關
は
制
定
法
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
か
か
る
建
造
物
が
公
衆
に
な
ん
ら
か
の
危
害
を
も
た
ら
す
な
ら
、
こ
の
危
害
を
防
止
す
べ
き
義
務
が
か
さ
れ
て

る
。
本
件
の
場
合
、
防
室
壕
の
存
在
を
し
め
す
警
戒
燈
を
鮎
じ
て
お
か
な
か
つ
た
こ
と
は
、
か
か
る
義
務
履
行
を
怠
つ
た
と
い
い
う
る
。
し
た
が
つ
て
、
原
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
件
趣
旨
は
そ
の
後
≦
圧
註
目
騎
く
●
旨
昼
臼
Φ
器
賛
ρ
ρ
（
一
漣
G
。
）
一
国
」
Ψ
一
8
等
に
も
う
け
つ
が
れ
た
。
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三
六
　
　
　
（
五
二
四
）

（
1
3
）
　
（
一
〇
お
）
一
閑
・
中
。
。
G
。
P
本
件
原
告
は
ブ
ラ
イ
ト
ソ
市
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
電
氣
技
師
で
あ
つ
た
。
原
告
が
そ
の
職
務
途
行
中
爆
嚢
事
故
に
よ
り
傷
害
を

　
蒙
つ
た
。
こ
の
た
め
損
害
賠
償
の
請
求
を
被
告
に
た
い
し
て
お
こ
な
う
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
裁
剣
所
は
、
た
と
え
原
告
自
身
が
制
定
法
に
も
と
づ
く
規
則
に

　
違
反
し
た
と
し
て
も
、
被
告
は
業
務
を
安
全
に
途
行
し
う
る
た
め
の
設
備
を
も
う
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
普
通
法
上
の
義
務
を
怠
つ
た
、
し
た
が
つ
て
、
不

　
法
行
爲
の
一
た
る
過
失
が
こ
こ
に
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
。

（
1
4
）
　
ハ
ー
ト
は
こ
れ
に
か
ん
す
る
具
鶴
例
と
し
つ
ぎ
の
ご
と
き
を
あ
げ
る
。
地
方
行
政
機
關
に
街
燈
設
置
の
裁
量
的
椹
限
を
授
椹
し
た
揚
合
、
當
該
機
關
が
街
燈

　
を
設
け
な
か
つ
た
た
め
、
道
路
が
暗
く
怪
我
を
し
た
者
に
た
い
し
當
該
機
關
は
責
任
を
お
わ
な
い
。
し
か
し
、
一
度
街
燈
を
設
置
す
る
と
、
相
當
の
注
意
を
も
つ

　
て
こ
れ
を
管
理
し
た
こ
と
を
立
誰
で
ぎ
ね
ば
、
街
燈
の
照
明
度
不
足
・
故
障
等
が
傷
害
原
因
と
な
つ
た
者
に
た
い
し
責
任
を
お
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
麟
詳
も
や

　
o
詳
こ
や
傘
O
．

陶』
ノ￥

　
以
上
の
べ
き
た
つ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
な
る
。

　
英
國
の
國
家
賠
償
は
、
主
と
し
て
、
契
約
違
反
・
不
法
行
爲
を
原
因
と
し
て
な
さ
れ
る
。
爾
者
と
も
特
殊
の
歴
史
的
背
景
を
ゆ
う
す
る
が
、
契

約
は
、
わ
が
國
の
い
わ
ゆ
る
行
政
主
龍
と
私
人
と
の
間
に
お
け
る
私
法
上
の
契
約
に
ほ
ぼ
該
當
す
る
。
し
か
し
、
不
法
行
爲
は
、
わ
が
國
と
こ
と

な
り
、
個
別
的
な
不
法
行
爲
の
類
型
が
そ
ん
し
、
こ
れ
に
該
當
す
る
と
き
、
は
じ
め
て
不
法
行
爲
と
噺
定
さ
れ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
ら
は
特
殊
の

歴
史
的
過
程
を
へ
て
襲
達
し
て
き
た
。
こ
と
に
、
ク
ラ
ウ
ソ
の
行
爲
と
い
わ
れ
る
國
家
の
行
爲
に
つ
い
て
は
、
國
王
大
椹
が
附
随
す
る
た
め
、
き

わ
め
て
複
雑
な
形
態
を
と
る
。
し
か
し
、
公
法
人
に
あ
つ
て
は
一
九
世
紀
以
來
、
ク
ラ
ウ
ソ
の
行
爲
に
あ
つ
て
は
國
王
訴
追
法
の
施
行
以
來
、
こ

れ
ら
責
任
は
民
事
責
任
と
い
わ
れ
て
い
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
契
約
は
非
椹
力
的
行
政
に
ぞ
く
す
る
た
め
、
契
約
違
反
に
た
い
す
る
責
任
を
民
事

責
任
と
断
じ
て
も
、
あ
ま
り
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
不
法
行
爲
に
つ
い
て
は
、
英
國
に
お
い
て
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
民
事
責
任
の
語
を
、
わ

が
國
で
い
う
民
事
責
任
と
ま
つ
た
く
同
一
義
に
解
し
う
る
か
、
こ
の
黙
一
考
を
よ
う
す
る
。
も
つ
と
も
、
わ
が
國
に
お
い
て
も
國
家
賠
償
責
任
を

民
事
責
任
と
し
、
あ
る
い
は
、
損
害
賠
償
責
任
自
艦
は
公
私
法
の
匠
別
を
み
と
め
え
ぬ
と
す
る
見
解
が
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
わ
が
國
の
場



合
、
か
か
る
賠
償
は
、
論
理
的
に
み
る
と
、
行
政
庭
分
の
無
効
・
取
消
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
。
こ
の
黙
、
民
法
等
に
い
う
損
害
賠

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

償
と
趣
を
こ
と
に
す
る
。
英
國
の
場
合
も
、
公
椹
力
の
行
使
を
前
提
と
す
る
行
爲
の
損
害
賠
償
は
、
全
く
私
人
間
に
お
け
る
損
害
賠
償
と
同
一
と

断
じ
え
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
民
事
責
任
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
幾
多
の
例
外
を
残
置
す
る
と
こ
ろ
よ
り
し
て
も
、
容
易
に
う
か
が
え
よ
う
。
由
來
、

制
度
と
し
て
公
法
と
私
法
の
匠
別
が
そ
ん
し
な
い
英
國
に
お
い
て
、
賠
償
責
任
は
、
國
家
に
つ
き
否
定
、
公
務
員
個
人
の
民
事
責
任
と
い
う
法
論

理
を
探
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、
英
國
に
お
け
る
公
法
・
私
法
の
匿
別
に
か
ん
す
る
論
議
は
さ
し
ひ
か
え
よ
う
。
た
だ
最
後
に
、
英
國

の
み
な
ら
ず
、
ほ
ぼ
時
を
お
な
じ
く
し
て
成
立
し
た
日
・
米
の
國
家
賠
償
制
度
に
も
共
通
す
る
が
、
公
務
員
の
故
意
・
過
失
を
前
提
と
し
代
理
責

任
に
よ
り
、
國
そ
の
他
公
法
人
に
賠
償
責
任
を
あ
た
え
ん
と
す
る
現
行
制
度
は
、
編
祉
國
家
・
肚
禽
的
法
治
國
家
の
今
日
、
は
た
し
て
十
分
に
妥

嘗
す
る
制
度
で
あ
る
か
、
こ
の
黙
疑
間
な
し
と
し
な
い
。
こ
の
黙
、
田
中
二
郎
教
授
の
唱
導
せ
ら
れ
る
ご
と
く
、
損
害
賠
償
と
損
失
補
償
を
融
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

統
一
し
た
法
原
理
に
よ
る
修
正
を
、
鋼
例
法
上
、
あ
る
い
は
、
制
定
法
に
よ
り
、
な
さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
か
ん
が
え
る
。

　
（
1
）
　
わ
が
國
家
賠
償
法
第
一
條
を
、
田
上
穰
治
教
授
は
民
事
責
任
で
な
い
、
と
明
言
さ
れ
る
。
こ
の
黙
、
反
封
意
見
も
そ
ん
す
る
が
、
田
上
教
授
の
説
に
し
た
が

　
　
い
た
い
。
同
教
授
・
行
政
法
総
論
・
一
〇
三
頁
。

　
（
2
）
　
こ
の
黙
、
早
く
よ
り
田
中
教
授
の
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
教
授
・
不
法
行
爲
に
基
く
國
家
の
賠
償
責
任
・
法
律
時
報
五
巷
七
號
（
昭
和
八
年
）
。

　
　
な
お
、
同
教
授
・
行
政
上
の
損
害
賠
償
及
び
損
失
補
償
・
五
～
二
五
頁
、
と
く
に
、
二
四
～
五
頁
。

　
　
　
あ
　
と
　
が
　
き

　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
時
問
的
關
係
で
、

し
本
稿
を
修
正
し
た
い
。

下
山
瑛
二
教
授
著
「
國
の
不
法
行
爲
責
任
の
研
究
」
を
参
照
し
え
な
か
つ
た
。
い
ず
れ
機
會
を
み
、
右
書
を
参
照

英
國
國
家
賠
償
の
法
理

三
七

（
五
二
五
）


